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商用の教材システムである「日経パソコン Edu」が開発されてから、3 年が経過した。システムデザ

インの段階で関与した筆者は、1 年目にパイロット調査を行いその結果をまとめて報告した。さら

に 2 年目には本格的に利用させた結果をまとめた。3 年目になる今回は、コンテンツの中のミニテ

ストを中心にコンピュータ入門 a のクラスで半年間利用させた結果をまとめた。また、このコンテ

ンツをいつどのような形で利用しているかの調査結果をまとめた。今回はミニテストの項目間の相

関を求めたり、成績との相関を求めたりすることはできなかったが、これらの教材の利用により、

どの程度基礎知識が定着したかを調査研究する予定である。 
 
 

Three years have passed since the introduction and development of the "Nikkei PC Edu" system of teaching materials for business.   The writer who participated at early the stage of the system design completed a pilot investigation of the 1st users, and reported those results.  Further investigation was conducted on the 2nd cohort of using the system and the results were reported as well. The present research based on the data collected for the 3rd cohort centers on the analysis of mini tests conducted during the 1st half of an academic year in line with the guidelines set forth. The survey results center on the contents being used.  A correlation between mini test items and expect results were not in line with what was anticipated based on the intent of the teaching materials.         
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1. はじめに 
最近では、紙ベースの情報がWeb ベースの情報に移

行しつつある。それに伴って、新聞などの紙媒体を用い

た広告から Web ベースの広告にゆるやかに移行してい

る。紙ベースの情報とはいえ、現在ではほとんどが様々

なアプリケーションソフトウェアを使って製作してい

るデジタル情報であり、それらをレイアウトして紙媒

体に印刷しているだけである。 
大学で使われている電子教材に関しては、獨協大学

で使用している Blackboard のような LMS(Learning 
Management System)で、教員が独自にコンテンツを作成

する方法がある。しかし、最近ますます多忙になった教

員が、一人でコンテンツを作成するのは大変である。ま

た、情報学基礎のように古いコンテンツが役に立たな

くなるようなものは、絶えず更新が必要となる。 
情報学の基礎教育では、複数の担当教員が集まって

コンテンツを作成しようという試みもあったが、集ま

る曜日・時間ですらなかなか決められないという状況

で、実現しなかった。また、情報処理学会などで教員が

開発したコンテンツを集めて共同利用するという案も

出されたが、なかなか実現しない状況である。 
業者にシステムおよびコンテンツを作成してもらう

という方法もあったが、莫大な費用がかかるため、計画

だけに終わったこともある。 
このような状況を踏まえて、いくつかの大学教員と

出版社によるコラボレーションの結果として、「日経パ

ソコンEdu」が 2013 年度に開発され、今年で 3年目で

ある。2013 年度はテスト利用であり 1 クラスのみで利

用した。次の年度である2014年度は3クラスで利用し

その結果をすでに報告している。

(1)(2) 
本稿では、「日経パソコン Edu」のミニテスト機能を

利用した結果と、学生たちの利用環境について述べる。 
 

2. 日経パソコンEduの利用 
筆者は、情報学基礎を教える経済学部のクラス指定

科目（選択必修科目）のコンピュータ入門 a,bで、教科

書を紙ベースから Web ベースに移行してはどうかとい

うことを考えている。今回は、担当するコンピュータ入

門 aのクラスを対象にして「日経パソコンEdu」のミニ

テストを中心に利用させた。対象クラスの人数は 1 ク

ラス60名である。これらのテスト利用した結果により、

今後、このような商用コンテンツを利用できるかどう

かの検討資料となる。 
今回利用した「日経パソコンEdu」は、日経BP社が

出版している「日経パソコン」（紙媒体および電子媒体）

の記事をピックアップして PDF 化されているというだ

けでなく、大学生に特化したテスト問題や ITパスポー

ト試験対策、就職講座、アプリケーションソフトウェア

のいくつかのバージョンに対応したコンテンツが利用

できるようになっている。 
トップページから、ユーザIDとパスワードを入力す

ることにより、「日経パソコン Edu」のトップ画面に入

ることができる。このトップ画面を、図1に示す。 

 

 

 

図1 日経パソコンEdu のトップ画面（2015 年 11 月 23 日現

在） 

 

図1からも分かるように、トップ画面には、最新のキ

ーワードが表示され、OS やアプリケーションは最新の

ものにも対応している。また、60 分で学ぶシリーズや

IT パスポート対策問題も入っている。最新版では、

Windows10 へのアップグレードの予約ができるように

なっており便利である。また、最新のニュースのページ

があり、日経BP社が発行している「日経パソコン」と

連動して月2回以上はコンテンツの更新がされている。 
獨協大学では、や貸し出し用パソコンのOSやアプリ

ケーションソフトウェアのバージョンが統一されてい

るが、学生たちが自宅で所有しているOSやアプリケー

ションソフトウェアのバージョンは様々である。この

ように自宅などで利用している機器の OS が異なる場

合、異なったOSに対応して説明があるので、非常に便

利である。 
本稿では、このようなクラウドコンテンツを、コンピ

ュータ入門 a という科目で、スマートフォンやモバイ

ル端末を含めて、ミニテストを中心に、どのように利用

したかについて報告する。また、今後どのような機能と

コンテンツが追加されれば、学生たちの利用回数が増

えるかについても言及する。 
 

3. コンテンツの利用計画 
コンテンツをどのように利用させるかについては、

利用させるクラスであるコンピュータ入門aの内容と、

学生たちにクラウドコンテンツを利用させる時期と方

法について次のように計画した。 

コンピュータ入門 a は、経済学部 1 年生のクラス指

定科目の必修選択科目で、大学で必要なコンピュータ

の知識と技能を習得させるための講義と実習を行う科

目である。この科目と対になっているコンピュータ入

門 b は、アルゴリズムとプログラミングの内容となっ

ている。コンピュータ入門 a,b は、経済学部 779 人の

ほぼ全員が受講している科目である。 
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3.1 利用時期 

「日経パソコンEdu」は、一般的には個人が年間でア

カウントを購入することになるが、情報学研究所で研

究用として、アカウントを1年間団体契約している。本

稿では、春学期に行われたコンピュータ入門 a の授業

（2015年4月から2015年7月まで）で学生たちに利用

させた結果について述べる。 

 

3.2 利用方法 
これらのコンテンツの利用方法としては、次に示す

ようにいくつかの方法が考えられる。 

(1) 現在話題となっている反転授業のコンテンツとし

て用いる。反転授業は、授業までにある項目をインター

ネット上のコンテンツで学習しておくように指導し、

内容を理解したかどうか、Web上のシステムでミニテス

トをして理解度を確認するとともに、授業内ではある

項目に対して議論する方法である。これを徹底するに

は、教える内容とミニテストが完全に一致している必

要がある。

(3)(4) 

(2) 学生たちが大学入学以前にどのような知識を得て

いるかを確認するために、事前テストとしてミニテス

トを行う。これは、クラスでの能力のバラツキを見るの

に有効である。

(5) 

 (3) 授業終了後、事後テストとして利用する方法であ

る。授業で説明したことを、どの程度理解しているかが

その場で分かる。 

(4) コンテンツを印刷して、授業の説明資料として配

布する。 

このような方法のうち本稿では、（2）の方法を採用し、

その結果について述べる。 

 

3.3 コンピュータ入門 a の授業概要とミニテス

トの利用 

「日経パソコンEdu」は、管理者権限として、クラスの

テスト受講者全員の点数を集計して、tsv(Tab-

Separated Values)ファイルとしてダウンロードする機

能がある。 

本稿では、この機能を利用して、筆者のクラス（60人）

を対象に、ミニテストの結果を集計した。 

ここで、先ずコンピュータ入門aの各授業の概要と

その時間に利用したミニテストの内容について述べ

る。 

参考までに、ミニテストの内容の1つを付録１に示

す。 

(1) 授業1 講義概要、大学のコンピュータの説明：

「日経パソコンEdu」のアカウント配布、利用方法

の説明  

(2) 授業2 コンピュータ利用のための準備と設定、

タッチタイピング練習、 

 ミニテスト：IT分野で話題のキーワード1 

 ここでは、まだ授業準備のための説明が多いため、

学生たちがどの程度ITの新しいキーワードを知って

いるかをテストした。 

(3) 授業3 コンピュータの構成、OSの機能をいろい

ろ使ってみる 

 ミニテスト：IT分野で話題のキーワード2 

 ここでは、コンピュータの構成、OSの機能に関する

説明はあるが、ミニテストが用意されていなかったた

め、IT分野で話題のキーワード2を用いた。 

 

(4) 授業4 インターネットの仕組み、情報検索と著

作権 

 ミニテスト：インターネットの仕組み 

 ここでは、インターネットの仕組みに関するミニテ

ストを取り上げた。 

(5) 授業5 情報検索したデータを基にレポートを書

く準備、ワードプロセッサの機能と応用 

 ミニテスト：情報検索したデータを基に、レポート

を書く準備、文書作成の基本 

 レポートを書く準備のために、文書作成の基本につ

いてのミニテストを取り上げた。 

(6) 授業6  情報検索したデータを基にレポート作成 

 ミニテスト：レポートの書き方 

 ここでは、レポートの書き方の注意点に関するミニ

テストを取り上げた。 

(7) 授業7  データの分析の基本1、関数の利用（合

計、平均、標準偏差、相対参照と絶対参照） 

 ミニテスト：Excelの基礎と四則演算 

 ここでは、表計算の基礎である四則演算のミニテス

トを取り上げた。 

(8) 授業8 データ分析の基本2、関数の利用（IF関

数、AND、OR） 

 ミニテスト：絶対参照とIF関数 

 ここでは、表計算ソフトウェアの基本である絶対参

照とよく利用されるIF関数のミニテストを取り上げ

た。 

(9) 授業9 データ分析の応用（VLOOKUP、IF関数と

の組み合わせ） 

 ミニテスト：話題のキーワード 

 ここでは、VLOOKUP、IF関数との組み合わせのミニ

テストがなかったため、話題のキーワードに関するミ

ニテストを取り上げた。 

(10) 授業10 データの並び替えと抽出 

 ミニテスト：話題のキーワード 

 ここでは、データの並び替えと抽出のミニテストが

なかったため、話題のキーワードに関するミニテスト

を取り上げた。 

(11) 授業11 データの並び替えと抽出 

 ミニテスト：抽出と並び替え 

 ここでは、データの抽出と並び替えのミニテストを

取り上げた。 

(12) 授業12 計算などで得られた結果をグラフ化す

る、適切なグラフの作成 

 ミニテスト：グラフ作成と分析 

 ここでは、得られた結果をグラフ化するのにどのよ

うなグラフが最適であるかのミニテストを取り上げ

た。 

(13) 授業13 まとめた結果を発表する、プレゼンの

基礎 
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 ミニテスト：PowerPointの基本 

 ここでは、PowerPointの基本に関するミニテストを

取り上げた。 

(14) 授業14 調査結果発表資料作成 

 ここでは、発表資料作成のためミニテストは行わな

かった。 

(15) 授業15 課題作成 

 ここでは、課題作成のため、ミニテストは行わなか

った。 

 これらの授業内容については、筆者らが「大学生の情

報基礎」として出版したものを教科書として採用して

用いている。

(6)

しかし、日経パソコンEduのミニテスト

は、多くの大学の要望によって開発途中のものである

ので、本学の授業と内容が合致しないものもある。どう

しても授業内容に合致するミニテストがない場合は、

昨年度のミニテスト統計結果から、学生たちが関心の

ある『IT分野で話題のキーワード』を選ぶことにした。 

 
4. アンケート 
アンケートは、Web上で6月11日（木）に、コンピ

ュータ入門 a の１クラスに対して行ったもの（有効回

答数58：1年生のみのクラス）である。 

 

4.1 アンケート内容 
本稿のアンケートでは、学生たちのモバイル機器利

用環境と電子書籍、電子辞書、デジタル教材利用など、

学生たちの電子化に対する意見と、「日経パソコンEdu」

をどのように利用したかについて調査することを目的

として、次のような項目を設定した。 

(1) モバイル機器の所有率 

(2) 電子書籍の利用率 

(3) 電子辞書の利用率 

(4) デジタル教材の利用率 

(5) 日経パソコンEduの利用率 

(6) 日経パソコンEduの利用内容 

(7) 日経パソコンEduの利用場所 

(8) 日経パソコンEduの利用機器 

(9) 教科書の電子化について 

(10) SNSの利用 

 

4.2 Webアンケートの結果：利用環境 
まず、モバイル機器の所有率を図2に示す 

 

 

図2 モバイル機器の所有率（複数回答） 

 

図2で、73.8％を占めるのは、iPhone である。2012

年度から同様の調査を行っているが、2013 年度は6月

の時点で57.3%、2014年度は60.2%となっており、年々

iPhoneの所有率が増えていることが分かる。

(2) 

 一方、iPad、Nexsus のようなタブレット端末の所

有は、それほど増えていない。しかし、android系タ

ブレットは安価なこともあり、多少増えてきている。

(1)(2)
また、iPadのようなタブレット端末は、スマート

フォンとセットで販売されつつある。そのため、今

後増えるものと推測される。 
しかし、スマートフォン自体の画面サイズが大き

くなってきているので、タブレット端末との使い分

けをする必要がなくなるのかも知れない。一方、パ

ソコン自体もモバイル化とタッチパネル化が進んで

いるので、タブレット端末と同じ仕様になるのかも

知れない。 
 これらのモバイル機器で、学生たちが現在利用して

いるSNSなど（複数回答可）を図3に示す。 

 

 

図3 現在利用しているもの（複数回答） 

 

 図3からも分かるように、ほとんどの学生がLINE利

用している。筆者のゼミでは、以前まではゼミ連絡にメ

ーリングリストを用いていたが、現在はLINEの連絡網

に変化している。また、150語以内でつぶやくサイトで

ある、Twitterの利用も多くなってきている。最近では

クラウドとして利用できるGoogle+、テレビ電話として

も利用できるSkype、写真の共有および写真の編集がで

きるInstagramの利用も増えている。一方、以前は人気

があったSNSサイトのMixiや携帯などのゲームサイト

であるモバゲ―タウンの利用は減っていることが分か

る。 

電子書籍の利用について、図 4 にアンケート結果を

示す。 
 

7
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図4 電子書籍の利用 

 
図 4 からも分かるように、７割の学生は利用しない

と回答している。社会人は通勤時間に電子書籍を利用

するようになってきているが、学生たちは通学時間に

スマートフォンで無料のアプリは利用しても、お金の

かかる電子書籍を利用しないのであろう。 
 次に、辞書の利用媒体について図5に示す。 

 

 
図5 辞書の利用 

 
図 5 からも分かるように、約 2 割の学生は使わない

と回答している。外国語教育を重視している獨協大学

にもかかわらず。このような回答をしていることに注

目する必要性がある。これは、大学入学時調査の辞書を

使わない学生が3％であったのと比較して、高い割合に

なっている。

(6) 
 次に、印刷媒体の利用が継続しているのか、オンライ

ン電子辞書に移行しているのか、その動向を確認する

ために、学生たちの利用する辞書の利用媒体について

調査した。この結果を、図6に示す。 
 

 

図6 辞書の利用媒体 

 

 図6からも分かるように、辞書の利用媒体としては

電子辞書が約8割である。この中には、スマートフォ

ン上にダウンロードした辞書も含まれている。スマー

トフォンを持っている学生が多いので、分からない単

語も多くの学生がWebで検索するのかと考えていた

が、検索にはあまり利用していないことが分かる。 

 今回は調査しなかったが、 

次に、Web教材やポータルサイトに教員たちが置い

ているデジタル教材などの利用状況について、図7に

示す。 

 

 

図7 デジタル教材の利用 

 

 図7からも分かるように、無料で大学から提供され

ているデジタル教材の利用は半数を超えているが、そ

れでも使わないと回答している学生が約3割近くい

る。 

 次に、最もよく使うデジタル教材について、図8に

示す。 
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図8 最も利用するデジタル教材（複数回答） 

 

 図8で示したMyDOKは主に英語教育で用いられてい

るBlackboardの教材作成システムで、ALC Net 

Academyは商用の英語教材である。本論文でのテーマ

である「日経パソコンEdu」は9.6%の利用結果であ

る。 

なお、この設問は最も利用している教材を１つ選択

させるものであり、各教材の利用率ではない。 

 デジタル教材を使わない理由については、以下に示

す。 

(1) 使うのが面倒である。 

(2) 使う機会がない。 

(3) 使う目的がない。 

(4) 使い方が分からない。 

(5) 存在を知らなかった。 

これらのコメントについては、今後どのように対応し

て行くかが課題である。 

 

4.3 日経パソコンEduについてのアンケート結果 
学生たちのモバイル環境や、授業でのデジタルコン

テンツの利用方法については前述したとおりである。 
ここでは、「日経パソコン Edu」そのものについての

アンケート結果について述べる。 
まず、日経パソコンのどの教材を利用したか（複数回

答）を、図9に示す。 
 

 
図9 クラウド教材の利用率（複数回答） 

 

 

 図9からも分かるように、ミニテストが一番多い。

しかし、授業では使っていない「すぐに使える

Windows8.1」 や「ITパスポート合格講座」、

「HTML&CSS入門」を使っている学生もいたことは、授

業で利用しなくなった時でも自習教材として利用する

学生がいる可能性が高い。 

 次に日経パソコンEduの利用場所（複数回答可）の

割合について、図10に示す。 

 

 

図10 利用場所（複数回答） 

 

 図10からも分かるように、利用場所が授業中とい

う回答が多い。これは授業中に利用させているため、

当然の結果である。しかし、自宅や授業以外の大学内

で利用している学生もいる。 

 次に、これらの教材を利用した機器（複数回答可）

の割合について、図11に示す。 
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図11 利用機器（複数回答） 

 

 図11からも分かるように、ほとんどの学生がパソ

コンで利用しているが、スマートフォン、携帯電話、

タブレット端末でも利用している。 

 最後に、教科書はすべて電子化されると思うかとの

問いに対する回答を、図12に示す。 

 

 

図12 教科書の電子化 

 

 図12からも分かるように、教科書の電子化に関し

ては、「そうなる」と「そうならない」がほぼ同数

で、「少しはそうなる」と思っている学生が一番多

い。「そうなる」と「少しはそうなる」を合わせると

50％であり、新聞や雑誌が電子化され、通学途中にタ

ブレット端末などで新聞や雑誌を見ているビジネスマ

ンの風景を目にして、いずれは教科書も電子化が進む

のだろうと予測していることが分かる。 

5. ミニテストの結果 
著者が担当するコンピュータ入門aの60人クラス

で、毎回ミニテストを行った。ミニテストの結果は、

成績評価にはしないことを予め告知しておいた。これ

らのミニテストの内容と平均点、標準偏差、最高点、

最低点を表1に示す。 

 

表1 ミニテストの結果 

  人数 平均 標準偏差 最高点 最低点 

話題のキー

ワード 

56 45.2 20.87 100 10 

話題のキー

ワード 

49 48.0 19.59 100 0 

インターネッ

トの仕組み 

45 43.7 32.56 100 0 

文書作成の

基本 

50 49.3 33.16 100 0 

話題のキー

ワード 

35 53.7 23.19 100 10 

レポートの

書き方 

51 47.3 24.83 100 0 

表計算の基

礎 

47 41.3 34.62 100 0 

表計算の関

数 

44 30.7 25.87 100 0 

話題のキー

ワード 

48 57.7 23.83 100 0 

話題のキー

ワード 

44 46.1 23.67 100 10 

表計算の抽

出とソート 

48 35.4 26.85 100 0 

話題のキー

ワード 

42 49.5 23.80 100 10 

プレゼンの

基礎 

46 73.5 25.04 100 0 

平均 46.5 47.8 25.99 100 3.1 

 

表１から分かるように、平均点は50点以下の項目

が多く、点数のバラツキも大きい。しかし、満点をと

る学生も毎回いることが分かる。このことより、大学

入学までにコンピュータに関する基礎知識にバラツキ

があることが明らかである。 

ここで、ミニテスト解答率を図13に示す。 
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図13 ミニテスト解答率 

 

図13からも分かるように、ミニテスト受講生の数に

はばらつきがある。特に5回目のミニテストは、授業に

関連するミニテストがなく、「IT分野で話題のキーワー

ド 2014 年 12 月」と最新記事に関するものではないミ

ニテストを選択したため、学生たちの関心が低かった。

授業内容と関連するミニテストの場合、どのミニテス

トも85％以上の回答があったが、この時だけは60％と

異常に低くなっている。このミニテストの結果は成績

に関係しないと伝えてあるが、その時に学んでいるこ

とに関するテストには関心を持っていることが分かる。 

また、プレゼンテーション技法に関しては平均点が

73.5 と一番高く、他のミニテストと比較してよく知っ

ていることが明らかとなった。一方、表計算の関数につ

いては学習経験があるなしに関わらず、関数の問題は

平均点が41.3と低い結果となっている。 
 

6. 結果と考察 
本稿では、「日経パソコン Edu」のミニテストに注目

して、その結果をまとめた。また、今後学習目的の利用

が増えると推測されるモバイル機器について、学生た

ちの現在の利用方法ついて調査した結果をまとめた。 

「日経パソコンEdu」のような商用教材は、単に記事

を PDF 化しただけではなかなか利用されない。授業中

に、自宅でも利用できると告知したにもかかわらす、ほ

とんどの学生が利用していない。現在話題になってい

る反転学習のように、強制的に使わせれば利用するの

かも知れない。今後、学生たちが通学途中にモバイル機

器から簡単にアクセスできるようなユーザインタフェ

イスが開発されれば、利用する可能性がある。また、定

期試験や資格試験などに役に立つミニテストが多くな

ると、学生の利用率が上がる可能性が高い。「日経パソ

コンEdu」の現段階では、学生個人のアクセスログがみ

られる機能はない。アクセスログを教員がみられるよ

うになると、ほとんど教材の一部として利用している

記事やミニテストを利用していない学生に対して、利

用するように注意を促すことができる。また、利用して

いる教員が直接問題を投稿できるような機能があれば、

利用している教員から投稿された問題を使うことがで

きる。今までの結果から、これらを積極的に利用させる

ことにより、基礎知識を多少は向上させる可能性があ

る。

(2) 

今回はアカウントと学籍番号との対応をつけなかっ

たので、ミニテストと期末試験との相関をとることが

できなかった。また、モチベーション調査は行わなかっ

たが、次回のアンケート項目にはモチベーションに関

する項目を追加する予定である。さらに、これらを利用

させたクラス（実験群）と利用させなかったクラス（統

制群）の比較検討を行いたい。 
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付録1 ミニテストの例 
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